
10月
９
日
、
県
本
部
労
働

学
校
（
２
日
目
）
を
ｗ
ｅ
ｂ

併
用
で
開
催
し
、

13単
組

31

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

組
合
経
験
で
の
学
び
伝
え
る

第
三
講
義
で
は
「
民
主
的

自
治
体
労
働
者
論
の
実
践
」

に
つ
い
て
県
本
部
和
氣
伸
二

書
記
長
を
講
師
に
学
び
ま
し

た
。
自
分
自
身
を
「
当
初
は

声
も
上
げ
な
い
組
合
員
だ
っ

た
が
紆
余
曲
折
を
経
て
単
組

委
員
長
に
な
っ
た
」
と
振
り

返
り
、
総
務
部
長
や
市
長
に

も
組
合
員
の
代
表
と
し
て
権

利
主
張
で
き
る
組
合
へ
、
自

治
労
連
共
済
全
員
プ
レ
ゼ
ン

ト
で
役
員
の
関
わ
り
を
つ
く
っ

た
こ
と
、
西
日
本
豪
雨
被
災

直
後
か
ら
自
治
労
連
の
全
国

の
仲
間
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

毎
週
西
予
市
を
訪
れ
、
体
は

大
変
だ
っ
た
が
絆
を
感
じ
た

な
ど
話
し
、
「
組
合
は
絶
対

な
く
し
ち
ゃ
い
け
な
い
、
皆

さ
ん
も
役
員
に
な
っ
た
き
っ

か
け
を
思
い
出
し
、
単
組
や

自
治
労
連
を
盛
り
上
げ
て
ほ

し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

財
政
読
み
解
き
要
求
強
く

第
四
講
義
は
「
自
治
体
財

政
分
析
～
平
成
の
市
町
村
合

併
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ま
で
」

と
題
し
て
、
新
居
浜
市
職
労

の
三
宅
杏
菜
さ
ん
を
講
師
に

「
自
治
体
財
政
の
し
く
み
」

を
学
び
ま
し
た
。
自
治
体
財

政
の
基
本
と
決
算
カ
ー
ド
の

読
み
方
な
ど
詳
し
く
説
明
し
、

新
居
浜
市
で
の
平
成
の
大
合

併
・
災
害
発
生
時
・
コ
ロ
ナ

禍
の
財
政
状
況
、
財
政
健
全

化
の
と
り
く
み
な
ど
解
説
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
県
本
部

森
賀
俊
二
副
執
行
委
員
長
が

今
後
の
財
政
分
析
の
進
め
方

を
補
足
。
「
自
治
体
の
財
政

状
況
を
読
み
解
き
、
当
局
に

も
反
論
で
き
る
知
識
を
身
に

つ
け
よ
う
」
と
今
後
の
各
単

組
で
の
財
政
分
析
の
実
施
を

提
案
。
学
習
の
重
要
性
を
改

め
て
認
識
し
た
「
労
働
学
校
」

と
な
り
ま
し
た
。

10月

19～

21日
、
県
本
部

は
全
県
で
統
一
要
求
書
を
提

出
し
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

〔
文
責
：
県
本
部
〕

○
初
任
給
な
ど
賃
金
改
善

【
Ａ
市
】
人
勧
は
国
準
拠
が

基
本
だ
が
組
合
と
交
渉
し
決

め
た
い
。
【
Ｂ
市
】
初
任
給

は
県
に
準
じ
て
改
定
。
会
計

年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当

は
２
年
連
続
で
下
が
る
の
で

何
ら
か
の
対
応
を
検
討
す
る

余
地
が
あ
る
。
【
Ｃ
社
協
】

来
年
度
か
ら
の
給
料
表
・
昇

給
昇
格
基
準
の
改
善
を
予
定
。

【
Ｄ
施
設
】
人
材
不
足
が
続

い
て
い
る
。
定
年
退
職
者
に

再
任
用
制
度
を
活
用
し
て
い

る
が
、
賃
金
面
で
課
題
が
あ

る
。
【
Ｅ
病
院
】
来
年
度
の

採
用
は
コ
ロ
ナ
関
係
で
ず
れ

込
ん
で
お
り
、
来
年
に
な
れ

ば
明
ら
か
と
な
る
。
《
組
合
》

近
隣
市
町
よ
り
初
任
給
が
低

い
。
人
材
確
保
へ
初
任
給
な

ど
検
討
が
必
要
な
時
期
な
の

で
は
な
い
か
。
【
Ｆ
施
設
】

最
賃
が
上
が
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
非
常
勤
の
時
給
引
き

上
げ
を
検
討
。
【
Ｇ
市
】
ラ

ス
指
数
が
上
昇
す
る
の
で
初

任
給
な
ど
の
改
善
は
難
し
い
。

○
人
員
・
労
働
時
間
管
理

【
Ｈ
町
】
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

限
ら
れ
た
人
数
で
の
対
応
で

職
員
に
一
時
的
に
無
理
が
生

じ
た
た
め
働
き
方
に
配
慮
し

て
い
る
。
【
Ｉ
市
】
残
業
の

見
え
る
化
を
検
討
。
再
任
用

職
員
が
増
え
新
規
採
用
抑
制

に
な
っ
て
い
る
。
【
Ｊ
市
】

Ｐ
Ｃ
で
の
時
間
管
理
な
ど
は

経
費
が
大
き
く
、
予
算
確
保

で
き
て
い
な
い
。
【
Ｋ
市
】

労
働
時
間
管
理
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
導
入
、
今
後
は
勤
務
実

態
の
乖
離
調
査
な
ど
デ
ー
タ

活
用
法
が
課
題
。
【
Ｌ
市
】

ノ
ー
残
業
デ
ー
は
電
算
シ
ス

テ
ム
等
が
す
べ
て
使
え
な
く

な
る
設
定
。
【
Ｍ
市
】
採
用

へ
の
応
募
が
減
っ
て
お
り
、

技
術
職
採
用
が
困
難
。
来
年

度
３
人
採
用
予
定
だ
が
１
人

し
か
確
保
で
き
て
い
な
い
。

○
子
育
て
な
ど
両
立
支
援

【
Ｎ
町
】
子
ど
も
や
高
齢
者

（
両
親
な
ど
）
が
ワ
ク
チ
ン

接
種
す
る
場
合
の
同
伴
な
ど

は
特
別
休
暇
で
対
応
。
男
性

の
育
休
取
得
者
は
実
績
が
未

だ
に
ゼ
ロ
で
、
取
得
者
の
経

験
談
を
活
か
す
と
り
く
み
を

行
い
た
い
。
【
Ｏ
施
設
】
男

性
の
育
休
取
得
が
見
込
め
る

職
員
が
お
り
取
得
を
促
す
。

○
定
年
引
上
げ

【
Ｐ
市
】
定
年
引
上
げ
の
条

例
改
定
は
来
年
６
月
議
会
で

準
備
を
す
す
め
て
い
る
。

11月
７
日
「
第

62回
地
方

自
治
研
究
愛
媛
県
集
会
」

（
西
条
市
）
に

85人
が
参
加
。

玉
井
敏
久
・
西
条
市
長
か
ら

「
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
の
意
見
を
持
ち
寄
り
、

互
い
に
理
解
を
深
め
合
う
こ

と
で
、
愛
媛
県
内
の
各
地
域

が
発
展
す
る
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
」
と
歓
迎
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

午
前
《
分
科
会
》
は
、
①

デ
ジ
タ
ル
化
と
地
域
経
済
、

②
医
療
現
場
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

③
保
育
、
④
自
治
体
財
政
分

析
「
市
町
村
合
併
か
ら
コ
ロ

ナ
禍
ま
で
」
、
⑤
青
年
講
座

「
デ
ジ
タ
ル
化
で
ど
う
な
る

職
場
と
働
き
方
」
の
各
テ
ー

マ
で
交
流
し
ま
し
た
。

午
後
《
全
体
会
》
は
「
２

つ
の
記
念
講
演
」
を
行
い
ま

し
た
。
【
記
念
講
演
①
】

「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
と

コ
モ
ン
ズ
の
可
能
性
」
安
形

真
さ
ん
（
〔
一
社
〕
リ
ズ
カ
ー

レ
代
表
理
事
）
、
「
日
本
の

寄
付
文
化
を
地
方
か
ら
Ｄ
Ｘ

で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
」
鈴

木
直
之
さ
ん
（
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
Ｈ
代
表
）
は
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
た
西
条
市
で
の
活
動

を
紹
介
。
安
形
さ
ん
は
、
西

条
市
の
特
徴
を
い
か
し
起
業

で
き
る
人
材
を
集
め
た
起
業

支
援
の
と
り
く
み
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、
寄

付
分
配
ア
プ
リ
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
』

の
運
用
に
つ
い
て
説
明
。
Ｚ

Ｅ
Ｎ
ア
プ
リ
で
、
西
条
市
の

た
め
に
資
金
提
供
す
る
人
と

活
動
資
金
を
必
要
と
す
る
人

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
活
動
情

報
の
評
価
で
Ｚ
Ｅ
Ｎ
が
寄
付

で
き
る
し
く
み
を
つ
く
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
。

【
記
念
講
演
②
】
「
デ
ジ
タ

ル
化
と
自
治
体
業
務
」
と
し

て
、
佐
賀
達
也
さ
ん
（
自
治

労
連
中
央
執
行
委
員
）
が
講

演
。
「
デ
ジ
タ
ル
化
は
ツ
ー

ル
と
デ
ー
タ
に
わ
け
て
考
え

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
目
的

と
ル
ー
ル
が
あ
る
か
、
誰
の

た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
か
問
わ

れ
る
」
な
ど
指
摘
し
、
行
政

の
中
立
公
正
を
守
る
体
制
、

個
人
情
報
な
ど
の
権
利
を
守

る
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
職
員

の
代
替
で
は
な
く
補
助
手
段
、

重
要
な
の
は
職
員
が
シ
ス
テ

ム
チ
ェ
ッ
ク
で
き
行
政
責
任

を
果
た
せ
る
体
制
の
確
保
な

ど
デ
ジ
タ
ル
に
替
え
ら
れ
な

い
自
治
体
職
員
の
役
割
発
揮

を
、
な
ど
話
さ
れ
ま
し
た
。

（１） 第５３８号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２１年 １１月２０日

第 ５３８ 号

日 程

【11月】

15 県本部拡大執行委員会

県市町振興課要請

17 東予総支部代表者会議

19 津島吉田病院局労組定期

大会

23 女性部幹事会

27 四国ブロック総会・事前

会議（徳島）

28 四国ブロック共済学校

（徳島）

【12月】

４ 青プロ四国プレ企

画（愛媛・高知）

５ 伊方原発訴訟10年12・５

集会（コムズ）

11 県本部拡大執行委員会

12 女性部定期大会

19 保育部会幹事会

【１月】

７ 県本部拡大執行委員会

愛媛労連新春合同旗びら

き集会



10月

27・

28日
、
県
本
部

市
職
評
議
会
・
町
村
評
議
会

は
県
市
長
会
長
・
県
町
村
会

長
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

10月

27日
、
県
市
長
会
長

要
請
で
は
武
智
会
長
（
伊
予

市
長
）
に
要
請
書
を
手
渡
し

高
尾
県
本
部
委
員
長
が
主
旨

と
重
点
を
説
明
。
武
智
会
長

は
「
大
卒
の
給
料
は
ほ
ぼ
上

が
っ
て
い
な
い
の
は
承
知
し

て
い
る
が
、
介
護
・
看
護
職

含
め
国
の
テ
コ
入
れ
な
し
に

上
げ
ら
れ
な
い
。
起
案
す
る

立
場
の
国
家
公
務
員
の
長
時

間
労
働
が
多
く
、
そ
こ
か
ら

変
わ
ら
な
け
れ
ば
と
思
う
。

報
連
相
も
で
き
な
い
ほ
ど
職

員
が
メ
ン
タ
ル
不
全
と
な
っ

て
は
な
ら
な
い
。
課
の
職
員

の
状
況
を
横
断
的
に
把
握
で

き
、
冗
談
も
言
い
合
え
る
よ

う
な
組
織
め
ざ
し
、
給
与
や

労
働
時
間
改
善
な
ど
考
え
て

い
く
。
必
要
事
項
は
各
市
長
・

共
済
組
合
へ
伝
え
る
」
と
回

答
し
ま
し
た
。
各
市
職
代
表

か
ら
人
材
確
保
、
労
働
時
間

管
理
、
会
計
年
度
任
用
職
員

改
善
な
ど
の
要
望
を
伝
え
ま

し
た
。10月

28日
、
県
町
村
会
長

要
請
で
は
佐
川
会
長
（
砥
部

町
長
）
に
要
請
書
を
手
渡
し
、

高
尾
県
本
部
委
員
長
が
主
旨

と
重
点
を
説
明
。
佐
川
会
長

か
ら
「
職
員
の
メ
ン
タ
ル
発

症
は
問
題
意
識
を
持
っ
て
お

り
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
り
方
が
重
要
だ
。

最
低
賃
金
が
こ
こ
ま
で
上
が
っ

て
き
て
い
る
の
に
は
驚
い
て

い
る
」
と
要
請
に
対
し
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
各
単

組
か
ら
、
自
治
体
病
院
の
看

護
師
が
増
え
ず
、
病
床
削
減

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど

の
状
況
で
あ
る
こ
と
や
保
育

士
や
保
健
師
の
応
募
者
不
足

は
深
刻
で
昨
年
は
保
育
士
募

集
８
人
の
応
募
の
内
７
人
が

辞
退
し
た
、
な
ど
現
状
と
要

望
を
伝
え
ま
し
た
。
佐
川
会

長
は
「
看
護
師
な
ど
の
抱
え

て
い
る
問
題
は
県
内
９
町
の

思
い
と
も
一
致
」
「
臨
時
職

員
は
処
遇
面
で
課
題
が
残
り

待
遇
改
善
を
続
け
て
き
た
」

な
ど
発
言
、
他
町
長
に
も
内

容
伝
え
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

10月

12日
、
県
公
務
員
共

闘
会
議
（
自
治
労
連
・
県
教

組
・
県
国
公
）
は
、
県
に
対

し
「
定
年
引
上
げ
」
に
関
す

る
要
請
を
実
施
。
「
県
の
感

染
対
策
期
が
明
け
て
か
ら
」

と
の
連
絡
が
あ
り
、
こ
の
日

に
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
県

公
務
員
共
闘
会
議
か
ら
は
３

人
参
加
、
県
は
人
事
係
長
・

給
与
係
長
の
２
人
が
対
応
。

公
務
員
共
闘
か
ら

11項
目
の

要
請
を
行
い
ま
し
た
。
県
か

ら
は
、
定
員
管
理
に
つ
い
て

総
務
省
が
お
そ
ら
く
今
年
度

中
に
何
ら
か
の
方
針
を
示
す

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
な

け
れ
ば
こ
ち
ら
も
具
体
的
に

提
示
で
き
る
制
度
が
な
い
。

継
続
的
な
新
規
採
用
は
必
要

と
考
え
て
い
る
が
定
数
の
扱

い
、
財
政
の
裏
付
け
が
わ
か

ら
な
い
と
採
用
の
計
画
が
出

せ
な
い
。
条
例
化
は
遅
く
と

も
来
年
９
月
議
会
。
経
験
豊

富
な
職
員
が
活
躍
で
き
る
場

は
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

配
置
な
ど
は
今
後
の
検
討
課

題
。
定
年
制
度
は

10年
の
間

に
完
成
さ
せ
て
い
く
も
の
。

な
ど
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

県
本
部
医
療
介
護
評
は

10

月

23日
、
定
期
総
会
を
西
予

市
で
開
催
し
新
旧
役
員
合
わ

せ
て
４
単
組
９
職
場

13人
が

参
加
。
総
会
に
先
立
ち
、
学

習
企
画
「
関
係
法
令
か
ら
見

る
『
宿
日
直
勤
務
』
の
あ
り

か
た
」
と
題
し
て
県
本
部
高

尾
委
員
長
を
講
師
に
学
習
。

資
料
を
も
と
に
間
違
っ
た
宿

直
の
運
用
例
と
是
正
方
法
な

ど
レ
ク
チ
ャ
ー
。
参
加
者
か

ら
職
場
実
状
に
沿
っ
た
質
問

が
次
々
出
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
で
は
１
年
間
の
職
場
活
動

が
報
告
さ
れ
、
次
期
役
員
体

制
で
会
長
に
岩
藤
さ
ん
（
津

島
病
院
）
の
選
出
を
全
会
一

致
で
確
認
。
閉
会
で
は
退
任

の
山
内
会
長
か
ら
「
２
年
の

短
期
間
だ
っ
た
が
幹
事
会
な

ど
に
参
加
し
知
識
を
広
げ
ら

れ
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
幹
事

会
に
も
参
加
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

今
治
市
職
は

10月

27日
、

定
期
大
会
を
開
催
し
、
代
議

員
・
役
員
な
ど
約

40人
が
参

加
。
は
じ
め
に
佐
々
木
委
員

長
が
「
今
年
は
昨
年
に
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
影
響
で
活
動
が

十
分
で
き
な
か
っ
た
が
組
合

説
明
会
、
新
採
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、

全
会
計
年
度
職
員
対
象
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
な
ど
工
夫
し
活

動
を
す
す
め
た
」
と
あ
い
さ

つ
。
運
動
方
針
で
は
「
組
合

員
の
声
を
重
視
し
た
要
求
活

動
」
「
組
織
拡
大
を
最
重
点

課
題
と
位
置
付
け
、
他
市
町

な
ど
の
と
り
く
み
を
参
考
に

組
合
員
を
増
や
す
」
な
ど
提

案
。
討
論
で
は
、
青
年
部
、

女
性
部
、
保
育
部
会
、
給
食

部
会
な
ど
か
ら
発
言
が
あ
り
、

参
加
者
の
拍
手
で
全
て
の
報

告
・
提
案
を
承
認
。
新
旧
役

員
紹
介
と
新
採
組
合
員
紹
介
、

先
輩
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
贈
呈

を
行
い
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
大
会
を
締
め
ま
し
た
。

10月
16日

「
青
プ
ロ
四
国

実
行
委
員
会
」
を
ｗ
ｅ
ｂ
会

議
方
式
で
開
催
し
四
国
４
県

か
ら

14人
が
参
加
。
こ
の
間

の
全
国
の
と
り
く
み
状
況
を

報
告
し
、
青
プ
ロ
四
国
プ
レ

企
画
に
つ
い
て
相
談
。
高
知

か
ら
は

12月
４
日
『
Ｄ
Ｏ
Ｋ

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

運
動
会
』
を
開
催
し
た
い
と

提
案
が
あ
り
、
愛
媛
は
『
ド

キ
ジ
ャ
ム
』
を
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
リ
ア
ル
脱
出
ゲ
ー
ム
・

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
内
容

で
実
施
し
た
い
と
報
告
。
と

も
に

12月
４
日
に
あ
わ
せ
て

開
催
し
、
香
川
・
徳
島
か
ら

も
合
流
し
て
交
流
す
る
こ
と
、

予
算
の
活
用
に
つ
い
て
相
談

し
ま
し
た
。
ま
た
青
プ
ロ
四

国
本
番
は
２
０
２
２
年
６
月

11～

12日
に
香
川
県
で
の
開

催
で
再
調
整
し
、
２
年
間
温

め
て
い
る
企
画
の
内
容
の
見

直
し
も
し
な
が
ら
進
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

■
コ
ロ
ナ
で
暗
い
ニ
ュ
ー
ス

ば
か
り
で
す
が
、
真
鍋
さ
ん

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
で
日
本

中
パ
ッ
と
明
る
く
な
り
ま
し

た
！
と
て
も
す
ば
ら
し
い
…

う
れ
し
い
で
す
。

（
周
桑
病
院
・
大
西
）

■
愛
媛
県
の
最
低
賃
金
が
前

年
度
よ
り
も

28円
上
が
っ
た

け
れ
ど
、
ま
だ
ま
だ
憲
法

25

条
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
、

全
国
で
見
た
と
き
の
低
さ
が

あ
る
の
で
、
上
が
っ
て
い
っ

て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
な
と

思
い
ま
す
。

（
伊
予
・
岡
本
）

■
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接

種
業
務
が
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
収
束
ま
で
あ
と
も
う
一

歩
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
新
居
浜
・
藤
原
）

■
料
理
を
今
ま
で
あ
ま
り
し

て
こ
な
か
っ
た
自
分
は
レ
シ

ピ
通
り
に
作
る
し
か
で
き
ま

せ
ん
。
逆
に
料
理
上
手
の
人

は
レ
シ
ピ
を
見
ず
、
イ
メ
ー

ジ
の
味
付
で
美
味
し
い
料
理

を
作
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
彼

ら
の
頭
の
中
に
精
密
な
キ
ッ

チ
ン
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

（
宇
和
島
・
青
木
）

■
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解
き
な

が
ら
、
懐
か
し
い
な
と
幼
い

頃
の
楽
し
い
記
憶
が
よ
み
が

え
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
生
活

か
ら
解
放
さ
れ
、
旅
を
し
た

い
で
す
。
早
く
終
息
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。

（
今
治
・
木
村
）

■
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
心
も
体

も
何
か
癒
し
を
求
め
て
い
た

と
こ
ろ
、
目
を
留
め
た
の
が

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
で
し
た
。
頭

の
癒
し
に
な
り
ま
し
た
。

（
西
条
・
頼
木
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５３８号

２０２１年 １１月２０日

■
５
３
６
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ト
ベ
ド
ウ
ブ
ツ
エ
ン
」

（
砥
部
動
物
園
）
で
し
た
。

正
解
は

11通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

大
西
京
子
（
周
桑
病
院
）

水
元
美
恵
子
（
伊

予
）

岡
崎
美
郁
（
宇
和
島
）

菊
池
奈
緒
子
（
西

予
）

野
尻
雅
裕
（
今

治
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

12月

27日
【
発

表
】
５
４
０
号
（
１
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①広告宣伝の役割を担う有名人のこと

④並外れて強い力

⑦岡山県の郷土料理、酢漬け

⑧糸の切れ端。糸のくず

⑨ネコ科の哺乳類。雄にはたてがみ

【タテのカギ】

①（和製語）小説やドラマなどを漫画化

すること。コミック化

②熱のあるとき、これで頭部など冷やす

③昨日の敵は今日の○○

⑤相手と気持ちがしっくりせず、ばつが悪い。

○○○○雰囲気

⑥（英語）100万

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

西
予
市
野
村
町
の
日
本
唯
一
…
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


